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だ
。
Ｗ
Ｔ
Ｃ
を
中
心
に
、

咲
洲
・
舞
洲
計
画
な
ど
、

関
西
経
済
界
の
要
望
通
り

ベ
イ
エ
リ
ア
開
発
を
加
速

さ
せ
る
。

　

橋
下
知
事
は
、
大
型
公

共
事
業
を
従
来
以
上
に
強

力
に
推
進
す
る
姿
勢
を
む

き
出
し
に
し
て
い
る
。
予

算
案
に
は
、
阪
神
高
速
大

和
川
線
整
備
（
２
３
５
億

円
）、関
空
二
期
工
事
（
１

４
７
億
円
）、
箕
面
森
町

（
92
億
円
）
な
ど
億
単
位

の
大
開
発
が
並
ん
だ
。

　

５
兆
円
に
も
上
る
府
債

を
つ
く
っ
た
主
因
で
あ
る

大
型
開
発
に
メ
ス
を
入
れ

な
け
れ
ば
、
財
政
再
建
は

あ
り
得
な
い
。

 

（
つ
づ
く
）

　

橋
下
知
事
は
「
府
は
破

産
会
社
」と
決
め
付
け
、府

民
向
け
施
策
に
大
ナ
タ
を

振
る
う
一
方
で
、
借
金
の

元
凶
で
あ
る
大
型
公
共
事

業
は
聖
域
化
し
て
い
る
。

　

予
算
案
で
は
、
知
事
就

任
当
初
に
「
凍
結
」
し
た

安
威
川
ダ
ム
に
70
億
円
、

槇
尾
川
ダ
ム
に
10
億
円
そ

れ
ぞ
れ
計
上
し
た
。「
ダ

ム
は
不
要
」
と
の
世
論
に

耳
を
傾
け
る
こ
と
な
く
、

開
発
続
行
を
決
定
し
た
。

　

Ｗ
Ｔ
Ｃ
購
入
費
に
は
１

１
６
億
円
を
盛
り
込
ん

財
政
難
で
も
開
発
推
進

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

大
阪
府
２
０
１
０
年
度

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト

予
算
案
の
ポ
イ
ン
ト
③③

広
が
る
地
方
議
会
意
見
書
採
択

国
の
責
任
で
安
全
性
確
保
求
め
る

　

海
外
技
工
物
の
安
全
性
を

求
め
る
声
と
世
論
が
大
き
く

広
が
っ
て
い
る
。
協
会
が
大

阪
歯
科
技
工
士
連
絡
会
と
共

同
し
て
府
下
の
地
方
議
会
に

働
き
掛
け
て
き
た
海
外
技
工

物
の
安
全
確
保
を
求
め
る
意

見
書
が
、
泉
大
津
市
、
高
石

市
、
大
東
市
、
四
條
畷
市
、

田
尻
町
、
島
本
町
、
忠
岡
町

の
３
月
議
会
で
相
次
い
で
採

択
さ
れ
た
。
同
意
見
書
は
大

阪
府
や
大
阪
市
、
吹
田
市
な

ど
す
で
に
８
議
会
で
可
決
さ

れ
て
お
り
、
国
に
海
外
技
工

物
の
安
全
性
を
問
う
声
は
さ

ら
に
広
が
り
そ
う
だ
。

　

厚
労
省
は
２
０
０
５
年
の

課
長
通
知
で
海
外
技
工
物
の

取
り
扱
い
を
定
め
て
い
る

が
、
法
的
な
規
制
は
ま
っ
た

く
な
い
。
現
状
は「
医
薬
品
」

で
は
な
く
「
雑
貨
扱
い
」
と

し
て
輸
入
さ
れ
、
そ
の
安
全

性
は
歯
科
医
師
に
全
責
任
が

押
し
付
け
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
作
製
者
の
資
格
さ
え
問

わ
れ
て
い
な
い
状
態
だ
。

　

協
会
は
、
品
質
に
規
制
が

な
く
安
価
な
海
外
技
工
物
が

大
量
に
増
え
れ
ば
、
歯
科
医

療
の
安
全
性
が
根
底
か
ら
覆

さ
れ
、
質
の
高
い
歯
科
の
提

供
体
制
が
保
て
な
い
と
し

て
、
昨
年
９
月
か
ら
①
厚
労

省
課
長
通
知
の
撤
回
②
歯
科

技
工
物
に
対
す
る
診
療
報
酬

改
善
③
国
内
で
歯
科
医
療
を

完
結
す
る
体
制
の
確
立
④
当

面
の
緊
急
対
策
と
し
て
海
外

技
工
物
を
薬
事
法
対
象
と
す

る―
―

の
４
項
目
を
意
見
書

で
求
め
て
き
た
。

　

海
外
技
工
物
を
め
ぐ
っ
て

は
、
Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
系
の

「
報
道
特
集
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
が

２
月
に
「
中
国
製
技
工
物
は

安
全
か
」
と
題
し
た
特
集
を

組
み
、
番
組
が
取
り
寄
せ
た

中
国
製
技
工
物
か
ら
発
ガ
ン

性
物
質
が
検
出
さ
れ
た
と
報

じ
た
。
国
民
の
中
で
海
外
技

工
物
に
対
す
る
不
安
が
広
が

っ
て
い
る
。

　

報
道
を
受
け
、
長
妻
厚
労

相
は
２
月
９
日
の
閣
議
後
の

会
見
で
「
基
準
の
策
定
に
乗

り
出
す
」
な
ど
と
発
言
し
た

が
、
政
府
は
法
整
備
を
否

定
。
歯
科
医
師
が
す
べ
て
の

責
任
を
負
う
構
図
も
変
わ
っ

て
い
な
い
。

一
方
的
な
手
法
に
つ
い
て
、

要
請
書
で
「
省
令
の
趣
旨
を

損
な
わ
せ
、
開
業
医
の
安
堵

感
に
水
を
さ
す
も
の
」
と
厳

し
く
批
判
。
ユ
ー
ザ
ー
本
位

の
サ
ポ
ー
ト
を
求
め
た
。

協　会

レ
セ
コ
ン
会
社
に
再
要
請

保
守
打
ち
切
り
は
省
令
趣
旨
損
な
う

　

一
部
の
レ
セ
コ
ン
メ
ー
カ

ー
が
会
員
に
対
し
、
レ
セ
コ

ン
の
保
守
契
約
打
ち
切
り
や

新
機
種
へ
の
買
い
換
え
を
一

方
的
に
迫
っ
て
い
る
問
題
で

協
会
は
３
月
25
日
、
レ
セ
コ

ン
メ
ー
カ
ー
各
社
に
保
守
契

約
期
間
を
守
り
、
歯
科
医
師

の
要
望
に
従
っ
て
保
守
契
約

を
延
長
す
る
よ
う
申
し
入
れ

た
。
協
会
は
、
２
月
17
日
に

も
緊
急
要
請
し
て
お
り
、
回

答
が
な
か
っ
た
45
社
に
再
要

請
し
た
。

　

３
月
末
ま
で
に
計
14
社
か

ら
反
応
が
あ
り
、「
省
令
に

か
か
わ
り
な
く
サ
ポ
ー
ト
を

続
け
て
い
く
の
で
安
心
し
て

く
だ
さ
い
」（
サ
ン
シ
ス
テ

ム
）
や
「
す
で
に
要
望
に
沿

っ
た
対
応
を
し
て
い
る
」

（
レ
ジ
ェ
ン
ド
・
オ
ブ
・
シ

ス
テ
ム
）
な
ど
、
協
会
の
要

請
に
賛
同
を
示
す
一
方
で
、

い
ま
だ
多
数
の
メ
ー
カ
ー
が

回
答
し
て
い
な
い
。

　

レ
セ
プ
ト
オ
ン
ラ
イ
ン
請

求
義
務
化
を
撤
回
し
た
省
令

改
正
後
、
会
員
か
ら
協
会
に

「
レ
セ
コ
ン
業
者
か
ら
サ
ポ

ー
ト
終
了
を
宣
告
さ
れ
た
」

「
新
規
契
約
を
迫
ら
れ
て
い

る
」
な
ど
、
相
談
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
る
。

　

昨
年
11
月
26
日
以
降
に
レ

セ
コ
ン
を
購
入
・
新
規
リ
ー

ス
契
約
す
る
と
２
０
１
１
年

４
月
か
ら
レ
セ
プ
ト
電
子
請

求
が
義
務
化
さ
れ
る
。
さ
ら

に
診
療
報
酬
改
定
で
電
子
請

求
の
医
療
機
関
に
明
細
書
発

行
が
義
務
付
け
ら
れ
、
歯
科

医
療
現
場
で
は
不
安
と
戸
惑

い
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

協
会
は
レ
セ
コ
ン
業
者
の

新点数
説明会

各
地
域
で
ス
タ
ー
ト

北
河
内
110
人
、堺
85
人
が
参
加

が
３
月
21
日
に
開
か
れ
、
４

千
人
を
超
え
る
府
民
ら
が
参

加
し
、
集
会
後
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
あ
げ
な
が
ら
デ
モ

行
進
し
た
。
主
催
は
、
同
集

会
実
行
委
員
会
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
、
大

阪
労
連
の
川
辺
和
宏
議
長
が

あ
い
さ
つ
。「
大
企
業
の
内

部
留
保
の
社
会
的
な
還
元
、

巨
額
の
軍
事
予
算
を
国
民
の

経
済
に
回
す
と
い
う
二
つ
の

聖
域
に
踏
み
込
む
大
運
動
を

続
け
て
い
こ
う
」
と
参
加
者

に
呼
び
か
け
た
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

廃
止
先
送
り
や
、
米
軍
普
天

間
基
地
の
県
内
移
設
方
針
な

ど
、
新
政
権
が
国
民
と
の
約

束
を
破
っ
て
い
る
こ
と
に
対

し
、
参
加
者
ら
は
公
約
を
守

ら
せ
る
た
た
か
い
を
共
同
し

て
強
め
よ
う
と
呼
び
か
け
る

集
会
ア
ピ
ー
ル
を
あ
ふ
れ
ん

ば
か
り
の
拍
手
で
採
択
し
た
。

す
る
。

北
河
内
、堺
・
高
石
・
和
泉

両
地
区
が
総
会
開
く

　

北
河
内
地
区
と
堺
・
高
石

・
和
泉
地
区
は
３
月
27
日
、

地
区
総
会
を
開
き
、
２
０
０

９
年
度
の
活
動
の
ま
と
め
と

決
算
、
２
０
１
０
年
度
方
針

と
予
算
を
確
認
し
た
。

ト
し
た
。
Ｏ
Ｍ
Ｍ
会
場
に
は

１
１
０
人
、
堺
会
場
に
は
85

人
が
参
加
し
た
。
講
師
は
協

会
の
政
策
部
・
社
保
研
究
部

両
講
師
団
。
各
地
域
で
の
説

明
会
は
府
内
９
カ
所
で
開
催

　

各
地
域
で
の
新
点
数
説
明

会
が
３
月
27
日
、
天
満
橋
Ｏ

Ｍ
Ｍ
会
場
（
北
河
内
地
区
主

催
）、
サ
ン
ク
ス
エ
ア
堺
会

場
（
堺
・
高
石
・
和
泉
地
区

主
催
）
を
皮
切
り
に
ス
タ
ー

新点数説明会・天満橋ＯＭＭ会場では、
100人超が参加した＝３月27日 　　　　

３団体親睦ゴルフコンペのお知らせ
●４月29日（木・祝）午前９時52分スタート
●関西カントリークラブ（京都府亀岡市）
●プレーフィー１万6500円（キャディ付、乗用カート）
　コンペ参加費6000円（昼食代込）
家族・従業員の方のご参加も大歓迎です!!
※お問合せは、歯科協会℡06－6568－7731まで

　

「
構
造
改
革
」
か
ら
の

転
換
を
求
め
、
社
会
保
障

の
充
実
を
願
う
国
民
は
、

昨
年
の
衆
院
選
挙
で
医
療

費
の
抜
本
的
引
き
上
げ
や

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
、

障
害
者
自
立
支
援
法
の
廃

止
を
掲
げ
る
民
主
党
に
政

権
を
託
し
ま
し
た
。
し
か

し
政
権
交
代
が
実
現
し
て

半
年
が
経
ち
ま
し
た
が
、

国
民
の
期
待
は
裏
切
ら
れ

続
け
て
い
ま
す
。

　

歯
科
医
療
従
事
者
が
期

待
し
た
診
療
報
酬
改
定
で

は
、
こ
れ
ま
で
の
運
動
の

成
果
と
し
て
基
本
診
療
料

や
有
床
義
歯
、
病
院
歯
科

の
関
連
で
点
数
が
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
し
か
し

改
定
率
が
わ
ず
か
２
・
09

％
だ
っ
た
た
め
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
歪
み
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
初
診
料
が
36
点
、

再
診
料
が
２
点
、
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
代
わ

り
に
ス
タ
デ
ィ
モ
デ
ル
の

50
点
が
初
・
再
診
料
に
含

ま
れ
て
算
定
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。
歯
科
疾
患
管

理
料
が
20
点
マ
イ
ナ
ス
と

な
り
、
ス
ケ
ー
リ
ン
グ
の

３
分
の
１
顎
超
の
加
算
も

４
点
引
き
下
げ
ら
れ
る
な

ど
、
多
く
の
医
院
で
算
定

可
能
な
技
術
料
が
マ
イ
ナ

ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

低
く
抑
え
ら
れ
た
診
療

報
酬
の
た
め
に
、
歯
科
医

院
経
営
は
困
難
に
陥
り
、

夜
間
や
休
日
な
ど
の
診
療

時
間
を
増
や
し
て
何
と
か

維
持
し
て
い
る
状
態
で

す
。「
あ
っ
ち
を
削
っ
て

こ
っ
ち
に
充
て
る
」
診
療

報
酬
改
定
の
手
法
で
は
、

歯
科
医
療
の
窮
状
を
救
え

ま
せ
ん
。
少
な
く
と
も
歯

科
診
療
報
酬
を
10
％
以
上

引
き
上
げ
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

　

今
改
定
で
特
に
重
大
な

点
は
、「
構
造
改
革
」
時

代
か
ら
の
「
効
率
化
」
と

い
う
枠
組
み
が
、
社
会
保

障
の
充
実
を
掲
げ
る
民
主

党
政
権
下
の
診
療
報
酬
改

定
に
受
け
継
が
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。「
効
率
化
」

が
持
ち
込
ま
れ
た
06
年
診

療
報
酬
改
定
で
は
、
歯
科

医
療
費
が
年
間
７
０
０
億

円
も
削
減
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
医
療
機
関
に
対
す

る
明
細
書
の
無
料
発
行
義

務
付
け
の
拡
大
も
日
本
経

団
連
な
ど
が
一
貫
し
て
主

張
し
て
き
た
医
療
費
抑
制

政
策
の
一
つ
で
す
。

　

改
定
率
で
は
「
虚
飾
の

診
療
報
酬
増
」
と
報
道
さ

れ
る
な
ど
、
医
療
費
全
体

で
見
る
と
実
質
の
プ
ラ
ス

は
１
０
０
億
円
程
度
と
ご

く
わ
ず
か
で
す
。

　

「
構
造
改
革
」
路
線
を

引
き
継
い
だ
診
療
報
酬
改

定
で
は
、
医
療
崩
壊
の
危

機
を
根
本
か
ら
打
開
し
、

再
建
を
図
る
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。

　
「
構
造
改
革
」は
、
国
民

の
生
活
基
盤
を
破
壊
し
、

医
療
難
民
、
介
護
難
民
、

年
金
難
民
な
ど
、
あ
ら
ゆ

る
層
に
貧
困
を
広
げ
ま
し

た
。貧
困
層
で
は
、歯
科
の

受
診
抑
制
が
顕
著
で
す
。

　

私
た
ち
大
阪
府
歯
科
保

険
医
協
会
は
、誰
も
が
、い

つ
で
も
、ど
こ
で
も
、安
心

・
安
全
の
歯
科
医
療
を
受

け
る
こ
と
が
出
来
る
社
会

を
実
現
す
る
た
め
に
、
歯

科
保
険
の
給
付
範
囲
の
拡

大
と
窓
口
負
担
の
大
幅
な

引
き
下
げ
を
求
め
て
運
動

し
ま
す
。
患
者
さ
ん
や
国

民
と
手
を
つ
な
ぎ
、
医
療

や
社
会
保
障
の
拡
充
の
た

め
に
全
力
を
尽
く
し
ま

す
。

２
０
１
０
年
３
月
22
日

大
阪
府
歯
科
保
険
医
協
会

中
央
点
数
説
明
会

２
０
１
０
年
歯
科
診
療
報
酬
改
定

中
央
点
数
説
明
会
ア
ピ
ー
ル

大阪市　　　09年９月17日
吹田市　　　 〃 ９月28日
門真市　　　 〃 ９月29日
交野市　　　 〃 ９月30日
和泉市　　　 〃 ９月30日
大阪府　　　 〃 10月27日
摂津市　　　 〃 11月２日
大阪狭山市　 〃 12月18日
高石市　　　10年３月18日
泉大津市　　 〃 ３月19日
田尻町　　　 〃 ３月23日
大東市　　　 〃 ３月25日
四條畷市　　 〃 ３月25日
島本町　　　 〃 ３月25日
忠岡町　　　 〃 ３月30日

意見書が採択された自治体
海外技工

３
・
21
府
民
集
会

４
千
人
が
後
期
医

療
廃
止
を
訴
え
る

　

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

は
即
時
廃
止
し
ろ
！
」、「
軍

事
費
を
削
っ
て
福
祉
や
医
療

を
充
実
さ
せ
よ
！
」―

―

。

「
貧
困
な
く
せ
、
生
活
危
機

突
破
３
・
21
府
民
大
集
会
」


